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JIP's Direct 「FOCUS」： 投資関連業務におけるAI活用の現状について～AI実装の本格化に伴う現状と課題、そしてビジネスモデル変化の可能性

第1章金融業界におけるAI活用の現状と課題認識について
第2章投資関連業務における具体的なAI活用について
第3章AI活用のプロセスと、分析やトレーディング、営業支援における取組み
第4章ビジネスモデル変化の可能性について

金融業界におけるAI利用の概況（2025年時点）

従来型AI 生成AI AIエージェント

技術進化 機械学習 等 大規模言語モデル（LLM）
検索拡張生成（RAG）

推論、予測、ケース別整理
など新しい技術

ユースケース
•業態横断的：文書要約・翻訳・ドラフト、情報検索、システム開発（コーディング・レビュー等）、マーケティング、コン
プラ対応等
•業態固有：預取（与信審査等）、保険（引受審査、査定、保険販売等）、証券（金融商品販売等）、資産運用（トレー
ディング等）、監査（リスク評価、異常検知等）

利用目的 業務効率化 データ活用 ビジネス改革

外部機能
利用

AIアプリケーション 汎用LLM クラウドサービス 計算ハードウェア

課題
データ利活用に係る

論点

AIモデルの適切な運
用とリスク管理

態勢構築
（社内・外部機能）

ビジネスモデル
再検討
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